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令和４年度 

第２回茅ヶ崎市バリアフリー基本構想推進協議会 

会議録 

議題 

議 題（１）次期基本構想の改定方針及び骨子案について 

   （２）特定事業の検討の進め方 

その他 

日時 令和４年１０月２５日（火）９時３０分～１１時３０分 

場所 茅ヶ崎市役所本庁舎４階会議室１・２・３（オンライン会議併用） 

出席者名 

会 長：大原 一興 

副会長：斉藤 進、海津 ゆりえ 

委 員：山根 寛、吉野 哲也、坂口 勝利、寺尾 恵一、中山 早恵子、 

山口 洋一郎、内藤 喜之、城田 禎行、海野 誠、柏崎 周一、 

太田 克之、瀧井 正子、遠藤 明子、上杉 桂子、鈴木 実、 

瀬川 直人、牧野 浩子、浅川 晴美、杉山 徹、宮澤 豊、 

後藤 祐史 

（欠席委員） 

委 員：佐藤 勝太、橋 俊彦、大澤 武廣、奥山 重則 

（事務局） 

都市部都市政策課 

会議資料 

・委員名簿 

・要綱 

・次第 

・資料１ 茅ヶ崎市バリアフリー基本構想の改定方針（案） 

・資料２ 茅ヶ崎市バリアフリー基本構想【改訂版】（骨子案） 

・資料３ 特定事業の検討の進め方 

・参考資料１ 各調査の実施概要 

・参考資料２ 市民へのヒアリング調査 実施概要 

・参考資料３ まち歩き点検 実施概要 

・参考資料４ バリアフリーに関する意見募集 実施概要 

・参考資料５ 事業者別のバリアフリー課題（案） 

・参考資料６ 事業調整用シート（案）＜茅ヶ崎市役所＞ 

・別添 

会議の公開・非公開 公開 

非公開の理由  

傍聴者数 なし 
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（会議の概要） 

１．開会 

深瀬課長 ：  定刻になりましたので、令和４年度第２回茅ヶ崎市バリアフリー基本構想

推進協議会を開催いたします。 

 本協議会は原則として公開となっておりますが、本日は傍聴の申出はござ

いませんので、このまま会議を進めさせていただきます。 

 本日はお忙しい中、当会議にご出席いただき誠にありがとうございます。

司会の茅ヶ崎市都市政策課長の深瀬です。よろしくお願いいたします。 

 会議に先立ちまして４点ほどお知らせがございます。 

 １点目は、バリアフリー基本構想の改定に伴うヒアリング調査やまち歩き

点検などへの協力に対するお礼となります。８月、９月と限られた日程の中、

皆様のご協力を賜り順調に進めることができており、改めて感謝申し上げま

す。 

 ２点目は、コロナ禍での会議開催による注意事項となります。会議中は、

換気のため、窓やドアを一部開放しております。委員の皆様におかれまして

は、マスクの着用を徹底していただきますようお願いいたします。会議中で

も、体調不良などがございましたら遠慮なくお申出ください。マスク着用に

より声を出しづらい状況となりますので、マイクを使い発言をお願いいたし

ます。また、発言時には名前を名乗っていただくようご協力をお願いいたし

ます。 

 ３点目といたしまして、本日の会議はオンライン併用会議でございます。

オンラインで参加する委員は、発言時以外は音声をミュートとしていただき

ますようお願いいたします。発言時は、挙手のボタンを押していただくか、

画面越しに挙手をお願いいたします。 

 ４点目としまして、本日の会議は、会議録作成のため録画、録音をします

ので、ご理解をいただきますようお願いいたします。 

 本日は活発な意見交換が行われる会議となりますようご協力をお願い申

し上げます。 

 それでは、本日の会議内容につきましては、議題として、(1)次期基本構

想の改定方針及び骨子案について、(2)特定事業の検討の進め方について、

その他として、次回会議や委員の任期についてとなります。 

 まず、資料について確認をいたします。 

 委員名簿、要綱、次第、資料１、茅ヶ崎市バリアフリー基本構想の改定方

針（案）、資料２、茅ヶ崎市バリアフリー基本構想【改訂版】（骨子案）、資

料３、特定事業の検討の進め方、参考資料１、各調査の実施概要、参考資料

２、市民へのヒアリング調査実施概要、参考資料３、まち歩き点検実施概要、

参考資料４、バリアフリーに関する意見募集実施概要、参考資料５、事業者

別のバリアフリー課題（案）、参考資料６、事業調整用シート（案）＜茅ヶ

崎市役所＞、それと別添、また、当日配付資料として、第１回協議会資料よ
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り。 

 資料は以上でございますが、資料の過不足等はございませんでしょうか。 

 また、現行の基本構想を参考に置かせていただいております。こちらは会

議が終わりましたら机上に置いておいてください。 

 ここで、当会議についてですが、委員28名のところ、オンラインによる参

加も含め24名のご出席をいただいておりますので、要綱第６条第２項の規定

により会議が成立していることとなります。 

 ここから先の進行につきましては大原部会長にお願いいたします。よろし

くお願いいたします。 

大原会長 ：  おはようございます。大原です。それでは、会議を開始したいと思います。 

 早速ですが、本日は議題が２つあります。それぞれ時間を区切って皆さん

からご意見をいただきたいと思います。 

 

２．議題 

（１）次期基本構想の改定方針及び骨子案について 

大原会長 ：  それでは、議題(1)次期基本構想の改定方針及び骨子案、メインのところ

ですが、まず最初に、事務局から説明をお願いします。 

事務局  ：  事務局から、議題１について説明させていただきたいと思います。 

 まずお手元、本日お配りをさせていただきました資料を基に説明したいと

思います。 

 茅ヶ崎市バリアフリー基本構想改定作業進め方②は、第１回協議会の資料

から抜粋したものとなります。本日、10月25日となります。８月16日に第１

回協議会を開催し、その後、８月、９月、この２か月間で課題抽出のため、

特定事業者や市民の皆様のご協力を得ましてヒアリング調査やまち歩き点

検を実施してきました。その後、10月14日に市民部会を開催し、まち歩き点

検やヒアリング調査内容を確認した上で、本日の協議会となります。本日の

会議では、議題にございますように、基本構想の改定方針（案）をお示しさ

せていただきまして、それを基に次期基本構想の骨子案を本日ご提示させて

いただいたところです。本日の会議でその内容をご了承いただけるようであ

りましたら、その後、素案の作成をさせていただき、１月の会議の中で改め

てもう少し内容が深まったものを委員の皆様にご共有させていただきたい

と考えております。 

 まず、８月、９月に実施してきた課題抽出等について概要を説明させてい

ただきたいと思います。 

 お手元の資料の参考資料１をご覧ください。オンラインでご覧の方は画面

を共有しておりますので、そちらでもご覧ください。 

 参考資料の１ページ目の表となります。こちらは８月の会議後、黄色で着

色している１から３、市民へのヒアリングからバリアフリーに関する意見募

集を利用者の視点からバリアフリーの課題を整理しています。４と５は、事
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業者向けとなり、バリアフリー化の推進に向けた取組として、施設管理者等

を中心に課題の抽出をしてきました。表の右側は、これらの課題の整理がど

ういうふうに次期基本構想や特定事業の設定に位置づけられるかをフロー

チャートとしています。これらの課題を集め、最終的に次期基本構想に反映

する流れとなります。 

 簡単ではございますが、各調査の概要を説明させていただきます。 

 スライドの２ページ目です。こちらは市民へのヒアリングとして９月14

日に実施させていただいております。当日は市民部会の委員の皆様を含む20

名にご参加いただきまして、バリアフリー化されてよくなった点、さらなる

バリアフリー化が必要な点に着目して、意見交換をしています。こちらの詳

細は参考資料２に記載しています。本日は時間の都合もございますので、参

考資料２は割愛します。続いて、４ページ目です。９月14日のヒアリングの

翌週です。９月21日午後にまち歩き点検を実施しています。こちらは第１回

協議会で示すとおり、現行の基本構想の中で完了となった事業であったり、

新しく特定事業として位置づける施設を中心に２グループに分かれてまち

歩き点検をしました。Ａグループ、Ｂグループと２つに分かれて当日点検を

しております。こちらの詳細は参考資料３に記載しています。 続きまして、

スライドの７ページです。こちらにつきましては、バリアフリーに関する意

見募集となります。当初、１と２のヒアリングや調査、まち歩き点検により

市民意見を伺うとありましたけれども、やはり今回、７年ぶり、８年ぶりの

改定となりますので、広く多く市民の皆様から意見を承れる場をつくったほ

うがいいだろうと意見がありましたので、９月14日から10月14日の間まで１

か月間、タウンニュースの紙面などを使いまして、自由に意見をいただく形

で意見募集を行いました。こちら、資料では、１人という形で書いてありま

すけれども、数字が誤記になっていますが、実際には４人の方から意見数４

件いただいております。この詳細は参考資料４に記載しています。 続きま

して、スライドの８ページです。ここからは事業者向けのヒアリング調査と

なります。特定事業の事業者となる民間企業の皆様、庁内の事業者等に向け

てヒアリング調査を８月25日、９月14日と実施しています。 

 15ページですが、今回の改定では新たな特定事業計画とは別に、市全体で

取り組む事業を新しく位置づけていきます。庁内にある全ての課とヒアリン

グを実施し、どういう形で基本構想の中に位置づけるかヒアリングをしま

す。ここまでが８月、９月までに実施してきた調査等の概要となります。 

 参考資料２から４及び別添資料につきましては、繰り返しとなりますが、

時間の都合もございますので、ここでの説明は省かせていただきます。 

 続いて、資料１です。こちらから議題となります。本日、委員の皆様には

改定の方針、それを含む基本構想の骨子案の内容をご確認していただくこと

となります。 

 スライドの１ページ目をご覧ください。こちらは現在の基本構想の目次を



- 5 - 

 

左側に載せています。真ん中に新しく次期基本構想の目次、一番右側に今回

主な検討事項、変更点を記載しております。全部で大きく分けますと８つの

ポイントがあります。その一つ一つをこれから説明させていただきたいと思

います。 

 まず１つ目ですが、「基本構想の位置づけ・目標年次」となります。現在

の計画はコロナの関係もありまして、計画期間を２年延伸し、約７年の計画

となっています。次の基本構想は令和５年度を開始として10年間の計画期間

としていきたいと考えております。その中でハードの計画は、評価のタイミ

ングを３回設けたいと考えています。短期、中期、長期と設定していますが、

赤丸で囲った令和６年、令和９年、令和14年を評価時期と設定しております。

この設定としましては、市の総合計画との兼ね合いや今後の計画に反映でき

るタイミングを見て設定しております。ソフトの事業は、毎年度継続的に実

施していくべきものとなりますので、毎年度内容を確認する考えです。評価、

進捗管理のほかにも、次の基本構想の中では、特定事業者との定期的な意見

交換を実施していきたいと考えております。協議会の委員の皆様におかれま

しては、毎年度末にその年度に起きた内容を報告している状況です。次から

は年度の中間にもう一度意見交換する場などを設けまして、特定事業者とも

密に意見交換をしながら進めたいと考えています。 

 続きまして、２つ目ですけれども、「基本理念・目標」というところにな

ります。バリアフリー法が改正されまして、これまで「社会的障壁の除去」

ということが記載されておりましたが、新たに「共生社会の実現」が示され

ています。この点につきましても、今後の回答方針の中には落とし込みをし

ていきたいと考えております。基本理念は、これまで現行どおり、誰もが安

心して過ごせるまちづくりと設定させていただき、その中の目標の中で、先

ほど申した「社会的障壁の除去」であったり、「共生社会の実現」というと

ころを詳しく書いていきたいと考えております。こちらの記載の順ですが、

法律で書かれている順番に最終的には直していきたいと思っております。

「社会的障壁の除去」、そして、「共生社会の実現」という流れで記載してい

きたいと考えています。 

 続いて、３番目です。「重点整備地区の位置及び区域」になります。こち

らは茅ヶ崎市が特にバリアフリー化を推進する地区の設定の考え方となり

ます。これまでもご説明したとおり、現在の基本構想の進捗率がまだ33％、

令和４年度の見込みも34％程度ということですので、まだまだ進捗率の向上

が必要です。現行の地区をまず推進していく考え方で進めたいと考えており

ます。そのため、重点整備地区は、茅ヶ崎駅・北茅ヶ崎駅周辺地区の１地区

を設定していきます。引き続き、香川駅であったり、辻堂駅の周辺について

は、整備促進地区と設定して、まちづくりの進捗に合わせてバリアフリー化

を進めていきたいと考えているものでございます。 

 また、この地区内にあります生活関連施設、生活関連経路につきましては、
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現行の基本構想の設定方針を踏まえながら時点修正をしていきたいと考え

ております。新たに位置づけるものは、茅ヶ崎駅第２駐車場、第３駐車場、

第４駐車場となり、こちらは市営駐車場の有料化により新たに位置づけま

す。第１駐車場は、現在廃止されていますので、計画から削除する流れです。

第１駐車場跡地や分庁舎の横にある市役所仮設庁舎跡地活用事業につきま

しては、この基本構想の改定後のタイミングでは施設が供用開始とならない

ということがあります。ですので、計画期間中に新たに位置づけを実現して

いくような形で考えております。また、生活関連経路、道路等は、現在では

修正なしの考え方を持っております。 

 これらを踏まえた新たな重点整備地区の地図や施設は、スライドの８ペー

ジです。赤色で囲った部分が生活関連施設の新規で、名称等の変更について

は青色で記載させていただいております。 

 続きまして、４番目ですが、「重点整備地区内の移動等円滑化に関する事

項」です。こちらは、これまで８月、９月で利用者の皆様とヒアリングやま

ち歩き点検を実施してきた内容が反映される部分です。今度の基本構想の中

では、バリアフリーに関する意見募集や市民の意見を踏まえ、教育啓発や案

内、人的対応の充実などを図る内容を新たに追加していきます。また、バリ

アフリー法の改正に伴い教育啓発特定事業や公共交通事業者の役務の提供

に関する内容等もありますので、新たに追加していきます。続いて、路外駐

車場です。現在の基本構想の中では、建築物と併せて記載しておりましたが、

より明確化していくことによって事業者のほうにも何をすべきかというこ

とが分かってきますので、次の改定の中では分けて記載をしていきたいと考

えております。 

 下の表が、次の計画期間に設定する特定事業と考えております。 

 続きまして、５番目になりますが、重点整備地区内の特定事業です。基本

的には前回の会議でもお示ししたとおり、未着手の事業については引き続き

継続的に設定していくことを基本として事業者と調整を進めていきます。継

続事業につきましては、引き続き、教育啓発等にも分類されるものがありま

すので、新たに設定しながら進めていきます。新規事業につきましては、今

回のまち歩きやヒアリング等を実施しながら、事業化へ向けて実施していき

ます。事業の時期の設定の仕方につきましては、記載のとおりですが、ハー

ド、ソフトと分けて設定していきたいと考えております。ただ、この計画の

中に記載ができないものもあります。それについては、バリアフリーの検討

課題として事業者とも継続的に位置づけができるような形で、調整を進めら

れるような形で別途位置づけを考えながら進めていきたいと考えておりま

す。 

 続いて、スライドの13ページになります。こちらは先ほど参考資料１の中

でもご説明したとおり、先ほどの調査ヒアリング等がどういう形で今後反映

されていくかというものを示した資料となっております。 
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 続いて、スライドの14ページになります。こちらは新たな位置づけとなり

ます。現行の基本構想では特に示したものではございませんが、市全域で取

り組む事業として新たに位置づける内容です。こちらにつきましては、市役

所の組織の中の問題となりますが、現在、特定事業の実施に関しましては、

その地域、地区に関わる所管する部署だけがバリアフリー化を実施していま

す。ただ、実際には、その地区にない部署にもバリアフリー化というものに

ついては考えていかなければなりません。そのために、今回新たに市全域で

取り組む事業という形で位置づけをしていきます。 

 また、この中にはバリアフリー法の改正で新たに公立の小中学校のバリア

フリー化基準等を加えられたことがあります。まだ現時点では重点整備地区

内には設定することができません。その関係から、市全域で取り組む事業と

して位置づけをしながら、バリアフリー化の促進を図っていきたい。また、

二次的な効果としまして、バリアフリーに対する職員の一人一人の意識の改

革を促進することによって、誰がどこの部署に行ってもバリアフリー化の意

識を持っているというふうな意識醸成をしていきたいと考えています。 

 続きまして、スライドの16ページです。第８章になります。７番になりま

すが、基本構想の推進管理体制や策定後の市民参加の状況を第８章の中には

記載していきたいと考えております。進行管理の体制となりますけれども、

特定事業の進捗管理につきましては、これまでどおり協議会市民部会を継続

的に開催するということで、毎年度各事業の進捗管理を行っていきます。事

業評価につきましては、先ほど申したように３回実施していきたいと考えて

おります。新たなポイントとなりますけれども、事業者との強化連携という

形で、定期的な事業者との意見交換の実施、また、前年度に例えば完了した

特定事業があれば、事業者、また、市民部会の皆様等含めて現地の確認をし

たり、何年かに１回の点検ではなく、常に日頃から当たり前のような形で点

検していくという体制を次の計画では力を入れていけたらと考えておりま

す。下には図が入っておりますが、進行管理のイメージで、よくＰＤＣＡサ

イクルと言われますが、ＣとＡという部分がしっかりと構築されていない

と、今回の改定する計画も作成しただけとなってしまいます。しっかりそれ

が具現化できるような形で体制を整えていきたいと考えています。 

 最後、８番、市民参加になります。こちらも、スライドの19ページです。

これまでも協議会の中でも意見が出たとおり、事業の実施段階において、市

民部会を主体とした市民参加による意見交換がこれまで十分にされてこな

かったということもありますので、今後につきましては、その点も積極的に

行っていきたいと考えております。また、特定事業者につきましては、大規

模改修などを伴う場合については、事業の実施段階から意見交換の機会を設

けるなどして、これまで以上に意見交換ができる場を、またその仕組みづく

りというものをつくっていきたいと考えているものでございます。 

 こちらが改定方針の全体の概要となります。これらをまとめたものが、資
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料２で茅ヶ崎市バリアフリーの骨子案という形でまとめています。 

 資料２の見方は、お手元にある現行の基本構想に書かれている文字が黒字

になります。それに今回市民意見等に基づいて追加・修正した内容を赤色で

示しています。法律の改正に伴って修正等したものを青色として直しており

ます。最後になりますが、今回改定時に関連して、追加や修正したものを緑

色として骨子案を作り変えています。 

 全体を一旦、目を通していただくと、色がカラフルに入ってきております。

協議会の委員の皆様におかれましては、特に赤と青の色で記載されている部

分について、ご確認をお願いしたいと考えております。先ほど申したように、

第７章になりますけれども、102ページ以降、「市全域で取り組む事業」につ

いては、これから新しく調整をしていく内容となりますので、現時点では枠

だけを記載しているという状況となります。それ以前のページにつきまして

は、今回、これまでの課題抽出のために行ったヒアリング調査やまち歩き点

検の内容を入れています。 

 特に今回、バリアフリーの配慮事項のところになります。資料２のページ

で言いますと36ページになります。この後、議題の２でもお示しをしますけ

れども、まず、バリアフリー基本構想の中で、今後、バリアフリー化を実施

していく中で、配慮すべき事項というものを示していきます。その後、各施

設に応じた形で、どういうふうなバリアフリー化を実施していけばいいかを

各事業者と調整していくものとなります。36ページからの内容が今後のバリ

アフリーの考え方となります。 

 36ページの(1)に「バリアフリー化に関する主な基準等」という形で、当

然、事業者の皆様におかれましては最低限守らなければいけない基準という

ものを記載しております。 

 37ページ以降、は茅ヶ崎市で実施する場合、特に配慮してほしい内容を特

定事業ごとに記載しております。例えば37ページですが、公共交通事業とし

て、鉄道から始まります。 

 鉄道につきましても、旅客施設、駅舎等もあれば、39ページに車両等とい

うところでの配慮事項もありますので、そういう形で分類しております。今

回、現行の基本構想を照らしていただきますと分かるとおり、イラスト等も

入れて、どういうふうなものを求めているかということを、より分かりやす

くするために、各配慮事項に図なども入れながら、事業者の皆様、また、市

民の皆様にも視覚的に分かるように工夫をしていきたいと考えているもの

でございます。 

 40ページはバスになります。42ページは公共交通のタクシーです。 

 それ以降、43ページには道路事業です。道路は、国道、県道、市道とあり

ますので、共通する考え方を記載させていただいております。 

 続いて、46ページです。こちらは交通安全特定事業という形で、交通安全

の信号機等のバリアフリー化に関するページとなります。 
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 47ページです。こちらは建築物です。これは民間の施設、公共施設、両方

ともに共通する内容となります。 

 続いて、56ページです。こちらは、先ほどもご説明させていただきました

が、現計画の中では建築物の中に入れ込んでいました路外駐車場を新たに特

出しして記載している内容となっております。 

 57ページです。こちらにつきましては都市公園です。59ページです。最後

になりますが、こちらはその他の事業です。茅ヶ崎市の場合は海水浴場も重

点整備地区に入っておりますので、こちらに関するバリアフリーの配慮事項

を記載しております。 

 簡単ではございますが、資料１、２の説明となります。よろしくお願いい

たします。 

大原会長 ：  ご説明ありがとうございました。 

 それでは、中身がたくさんありますけれども、どこからでも構いませんの

で、基本的な方針、それから、骨子案という形で、これも結構大部なものと

してありますが、この辺に関してご質問、ご意見など、お願いしたいと思い

ます。 

太田委員 ：  茅ヶ崎市身体障害者福祉協会の太田です。 

 資料の２番の86ページを見ていただきたいのですが、86ページに官公署等

の茅ケ崎保健福祉事務所というのがあるんですよ。ここの下の欄に、「平成

29年４月に保健所政令市へ移行する」ということになっているんですけれど

も、これ、令和４年ですから、文章を直しておいたほうがいいんじゃないか

なと思うんですが。 

 それと、あと、保健所も見てきたんですけれども、建物が古いので、バリ

アフリー等も非常に大変だと思うんです。車椅子のトイレなどもエレベータ

ーで２階にあるということを聞いていますし、通路も狭いものですから、こ

ういう対策しかないのかなとは思いますけれども、この辺はどうでしょう

か。 

事務局  ：  ただいまいただきましたご意見、資料２の86ページです。神奈川県茅ケ崎

保健福祉事務所の名称について変更となりますので、今後の資料では、正し

くしたもので修正させていただきたいと思います。 

上杉委員 ：  自閉症児・者親の会の上杉です。２点、質問と提案をさせていただきます。 

 まず、今回の骨子案の中の後半の具体的な事業の部分ですね、ヒアリング

のほうには出させていただきましたが、鉄道の踏切に関する具体的な記載

が、私の見たところ、ないかなと思ったんですが、見落としがあるんでしょ

うか、それとも入っていないんでしょうか。入っていないとしたら、今回は

入れられないんでしょうか。 

事務局  ：  ただいま上杉委員のほからご意見がありました、踏切の件につきまして

は、今回新たに入れております。資料２の44ページになります。こちらは道

路特定事業という形になります。その中で踏切という形で入れさせていただ
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いております。当然、鉄道事業者との調整、その前後に接続する道路管理者

との関係がありますので、このあたりを内容として入れさせていただいて、

今後の調整を図っていきたいと考えているものでございます。 

上杉委員 ：  ありがとうございました。見落としていて申し訳ありませんでした。 

 もう１点、意見なんですが、今回、全体基本構想の中の基本理念の中に、

「共生社会の実現」というものを入れるということですが、神奈川県は2016

年に相模原の殺傷事件があった後に、「ともに生きる社会かながわ憲章」と

いうものを出しております。その年の年末に。なので、共生社会につながる

県独自の具体的なそういった指針というか、憲章ですね、それに基づいてと

いうか、それに沿って内容を入れると、より地域性が高まるかなと思います。 

 以上です。 

事務局  ：  ありがとうございます。ご意見を踏まえて、目標や基本理念の中に記載し

ていきたいと考えております。 

大原会長 ：  ちょうど今のお話、神奈川県で先週、議会で可決された、当事者目線の障

害福祉推進条例のようなものですね。その新しい動きと同時に、今までの神

奈川県の福祉の街づくり条例、みんなのバリアフリー条例も改正されて、ま

さに共生社会づくりというのが目的のところにかなり書き込まれたという、

そういう改定がありました。さらに言うと、当事者目線にも関係するんです

けれども、当事者の参加を望ましい形で求めるような項目も入る新しい動き

が、ちょうど先週決まったということなので、ぜひそういったことも踏まえ

て、茅ヶ崎のバリアフリー基本構想というのは、その新しい動きを捉えた最

初の多分基本構想になると思いますので、ぜひそのあたりを強調して、ここ

で皆さんに先んじて茅ヶ崎が取り組んだというような形でアピールできる

といいんじゃないかなというふうに思いました。そんな新しい情報なんか

も、これが確定するまでにはいろいろ入ると思いますので、よろしくお願い

したいと思います。 

事務局  ：  承知しました。神奈川県と確認しながら、これから内容を調整していきた

いと考えております。 

寺尾委員 ：  １点、第５章で重点整備地区基本構想で時点修正的な感じで茅ヶ崎駅・北

茅ヶ崎駅周辺地区の説明が先程ありました。重点整備地区、黒枠で囲ってい

るエリアの進捗率が前期までで33％というお話ですが、33％というところ

が、何が33％進んだのかというのが、もう少し見えていたほうがいいのかな

というのと、実際に行政拠点地区については、中央公園、総合体育館を除い

た部分では、ほぼほぼバリアフリーですとか、そういう基本的な考え方に基

づいたものができ上がっているわけですよね。そういうところはしっかりや

っているわけですから、今までの計画の中の結果として出ている部分は伝え

たほうがいいのと、単純に時点修正という考え方じゃなくて、時点修正の中

でも重点地区で、ここを押して進めていきたいみたいなものがあるのかない

のか、ちょっとお聞きしたいなと思います。 
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事務局  ：  まず、33％という数字の意味ですが、当初策定した現行の特定事業計画の

中で、短期、中期という形で目標年度を設定しております。その中で、本来

であれば45％事業が達成しなければならないところ、現状では33％というと

ころで進捗が遅れているということを示したものとなります。時点修正の中

では、現在の特定事業計画の中には、計画期間中に実施がなかなか難しい内

容であったり、あとはハードで整備して実施していくものと、ソフトのよう

に毎年実施していくものが混在した表となってしまっております。現在それ

らを全てまとめ合わせて数値化してしまっていますので、本来ソフト施策と

いうのは毎年度実施すべきものなので、常に100％であるべきもの、ハード

というのは、その時々の進捗によって応じてきますので、これを指標としな

ければならないところが混在してしまっているという状況がございますの

で、その部分を改めるということと、あと、その計画の内容が各事業所もそ

うですが、どういう経緯で設定されてきたかというところが、担当者の入れ

替わりであったりとか、そもそもこの計画自体、把握されていないという部

署もあります。そうなってしまうと、なかなか進捗は上がってこないという

ところがありますので、まずそこの意識をしっかり変えていくということ

と、先ほど大原会長からもお話がございましたように、当事者目線というと

ころをどこまで強く入れていけるか、それを次の計画に落とし込むための準

備という形で、これまで市民部会の皆様とここ数年間、様々な活動をしなが

ら取組が進んできています。それを今回の改定の中ではいかにつなげて、そ

れを実施できるかというところに重きを置いて進めていきたいと考えてお

ります。 

大原会長 ：  今のご指摘でふと思いましたけれども、現在の基本構想の中でなかなか整

備が進まないということの原因だとか、課題だとか、そういうのを今回の改

定版と言えばいいのかな、今年度版の基本構想に入れられるといいかなと思

いました。もちろんいろいろその原因などを考察されていると思いますの

で、こういうところがネックになって進みにくいというような実情みたいな

のも入れておくといいのかもしれません。そういう中から、今までのそろえ

られている特定事業でなかなか対応できないこととかあるのかもしれない

ので、２回目のバリアフリー基本構想ということで、改定ですので、そうい

う今までの評価というか、もちろん整備がうまくいって、意識が変わったと

か、そういう前向きな評価もたくさんあっていいと思うんですけれども、そ

のなあたりが基本構想の中には含まれるといいような気がしました。現状で

は特にそういうパートはこの報告書には目次上は載っていないですかね。 

事務局  ：  現状の目次の中ではそういう内容が入っていません。例えば目次のほうを

ご覧いただきますと、第２章の中で、「策定体制及び策定のながれ」という

ところがございます。その後に、今回の現行計画に対する振り返り等、また、

次の計画にどう反映していくかというところを記載して、しっかりと分かる

ような形に修正していきたいと考えております。 
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大原会長 ：  今日は国からも委員で来られていますけれども、むしろ今までのバリアフ

リー構想がどういうふうに進んでいったか、そこで課題は何なのかという情

報をきちんと国に上げていくということも、この基本構想づくりでは大事な

点の一つだと私は思っています。 

 ほか、ご意見などございましたら。 

柏崎委員 ：  老人クラブの柏崎と言います。 

 ９月14日にいろいろな事業所の点検をされて、新しくいろいろな問題が出

たということで、大変だったと思います。ただ、今後の新規事業といいます

か、今後の特定事業について、今までの点検でも決して法律に違反している

わけではないんだろうと思うんですよ。法律に違反してはいないけれども、

バリアフリーの観点から見ると、こういうふうにしてほしいという項目がほ

とんどだろうと思うんですね。したがって、できるかどうか分からないので

すけれども、新しい事業、新規事業における点検というのは、事前の申入れ

というのか、そういうのが少しできたら、ハードででき上がった後に、こう

してほしい、ああしてほしいというのはなかなか難しいだろうと思うので、

建築申請というか、建設の前にいろいろな要望が出せるような仕組みという

のがあれば、後からいろいろな要望が出てくるというところが解消されるん

じゃないかと思います。非常に難しい問題だと思うんですけれども、今まで

のいろいろな場所を点検して感じたことで申し上げました。一番新しい、市

でやっている建築物についても、完成した後に行くと、いろいろとかなりの

要望が出ているということで、要望を全部取り入れるということはとても無

理な話ですけれども、少しでも設計段階で取り入れられたらいいんじゃない

かなということを強く感じております。 

 以上です。 

事務局  ：  資料１のスライドの19ページです。今、柏崎委員からのお話のとおり、新

しく造る建物に対して、完成後、利用勝手が悪いという問題が出てくる話を

いただいております。私どものほうもそのあたり、やはり改善ができるよう

な仕組みをつくっていきたいと考えております。実施段階で特定事業者とも

やり取りであったりとか、また、この中にはまだ記載はございませんが、例

えば、基本構想に載っているバリアフリーの配慮事項をもう少し深掘りし

て、もっと実施の段階のものに落としたようなものを、例えばパンフレット

で配ったりとか、そういうふうなことを事前に周知することができたりすれ

ば、そのような話が少しでも減ってくるかなというふうに考えております。

なるべくそのようなことが起きないような仕組みづくりをこの改定の中で

も取り入れていきたいと考えております。 

大原会長 ：  ほか、いかがでしょうか。 

寺尾委員 ：  建設部の寺尾です。 

 先ほどの重点地区の部分で、骨子案の32ページ、表で生活関連施設の一覧

表というのが出て、これ、時点修正でまた名称が変わったり、削除される部
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分が出てきたりとかしているんですけれども、先ほど会長からも話があった

ように、１期の計画の中でやれているものも当然この中に入ってきているわ

けですよね。であるならば、これが前回、過去の経過の中で、バリアフリー

基本構想の中に基づいた施設形態になっているのかなっていないのかとか、

今後も対応しなければいけないものなのかとか、それがせっかく一覧がある

ので、分かるような形になっていてもいいのかなとちょっと思ったんですけ

れども、その辺は、これ、取りあえずこういう一覧で載せたという状況なん

でしょうか。 

事務局  ：  32ページの記載については、前段の31ページからの続きとなり31ページに

生活関連施設の設定の考え方を特定事業ごとに示しております。これに該当

する施設がどの施設かというものを32ページに示しています。今、寺尾委員

のほうからお話がございました、各生活関連施設が一旦完了した施設なのか

どうなのかというものを示しているものは、この計画の中には表していませ

ん。特定事業計画をこの基本構想と別に各事業者と設定していきます。その

中で完了したもの、まだ続けるものを分かるような形で掲載していきたいな

と考えております。 

寺尾委員 ：  そうであるならば、そのひもづけができるような文章が入ってきたりする

のですか。 

事務局  ：  そのあたり、分かるような形で記載をしていきたいと考えております。 

大原会長 ：  ほか、いかがでしょうか。 

 この後、特定事業の内容を次の資料で説明してもらうわけですけれども、

市民部会で利用者側の意見は幾つか出てきたかなと思うんですが、利用者側

で何かご意見はありませんでしょうか。 

海津委員 ：  オンラインからなんですけれども、ご質問よろしいでしょうか。 

 フロアの声があまりよく聞こえていないので、もう議論されているようで

したら申し訳ないんですけれども、今回の構想の中で、これまで市民部会中

心に進めている心のバリアフリーの取組などはその中には入らないのかと

いうことが１点です。 

 それと、今回は２回目の構想になりますので、第１回のこれまでのバリア

フリーの茅ヶ崎市での歩みとか、そこで得られた成果について、この構想の

中で少し触れておいてもよいのではないかなと思うんですが、そのようなこ

とはご検討いただけるのか、入れない方針なのか、そのあたり、いかがでし

ょうか。 

事務局  ：  まず１つ目のご質問がございました、心のバリアフリーの推進について記

載をしていくかどうかというところになりますけれども、資料の２、骨子案

のほうにも記載をさせていただきますが、まず、30ページ目で心のバリアフ

リーの話を記載していきたいと考えております。具体的な実施の取組の事業

については、これから実施していきます、特定事業計画の中で、市民部会の

取組との連携であったりとか、特定事業者自らが実施する事業に市民部会が
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関わったりとか、そういう部分を調整しながら計画に位置づけができればと

いうふうに考えております。基本構想の中では、全体の大枠を心のバリアフ

リーの推進を当事者目線も入れながら進めていくという程度にとどめたい

と考えておりますけれども、いかがでしょうか。 

 ２つ目のこれまでの歩みというところにつきましては、例えばご提案とし

て、今お手元に現行の基本構想が会場の皆様のほうにお配りされているかと

思うんですが、こちらの現行の基本構想を見ますと、最後に、資料編という

形で、協議会を策定するための流れというものを示しております。今回も改

定に当たっての経緯というものを入れさせていただきます。これとは別に、

今回、これまでの歩みというものを設定することは可能となりますので、そ

のあたりも検討していきたいと考えております。 

海津委員 ：  ありがとうございました。今回、１回目やってみて、いろいろと反省点と

か、ほか、得られているものがあると思いますので、そういった意味でも連

携づけておいたほうが、後で参考にもなることが多いと思いますので、今お

っしゃったような方針で入れていただければと思います。 

 心のバリアフリーの位置づけに関しては、この中で、このぐらいにとどま

るのだということで了解いたしました。 

内藤委員 ：  福祉部長の内藤でございます。 

 ただいまご質問いただいた中の事務局の回答で、心のバリアフリーに関す

ることについて、資料の30ページで触れているというふうに話があったんで

すけれども、30ページの位置は重点整備地区における考え方ということで、

極めて限定的な取扱いになるんだろうと思うんです。それとは別に、22ペー

ジのところに、全体的な基本構想の考え方の中で、22ページの②番に、「多

様な市民参加と協働による心のバリアフリーの促進」ということが掲げられ

ていて、そこには特に赤字で、「さらに、基本構想策定後も、継続的に市民

参加の機会を設け、市民意見の反映や心のバリアフリーの促進を図ります」

というふうにありますので、事務局の意見は意見なんでしょうけれども、一

応冊子の中ではバリアフリーについては、基本構想の方針としてここに掲げ

ているということについて、一応確認をしておいたほうがいいかなと思いま

す。 

 以上です。 

大原会長 ：  ありがとうございました。事務局、よろしいですか。 

事務局  ：  今、内藤委員のほうからご指摘がございましたように、22ページで基本方

針、24ページに「全市的なバリアフリー化の推進」ということで、まず１つ

目として、「心のバリアフリーの普及・啓発」等を入れさせていただいてお

ります。このあたり、もう少し内容のほうを確認しながら、深く記載をして

いきたいと考えております。 

大原会長 ：  今の話題は、例えば102ページ、第７章、「市全域で取り組む事業」という

のは、これは新規ということをイメージされているのかもしれませんけれど
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も、ここにさらに心のバリアフリーの発展というか、展開として後で書かれ

るのだろうなというふうに勝手に推察していましたが、ここにももちろん、

今後の事業展開として書かれるということでよろしいですよね。 

事務局  ：  はい、そのとおりです。 

柏崎委員 ：  老人クラブの柏崎です。 

 今の心のバリアフリーのいろいろなご説明で私も思ったんですけれども、

確かにちょっと記述が少ないような感じがいたします。もう少しスペースを

取ってというか、章を新たにしてとかという格好でやってもいいんじゃない

かなという感じはちょっとしたんです。載ってはいるんだけど、もうちょっ

とポイントを出して、章を新たにするとか、そういう格好でしたほうが、今、

それだけの活動をしているわけですから、それはしたほうがいいんじゃない

かというふうに改めて私も思いました。お願いいたします。 

事務局  ：  貴重なご意見、ありがとうございます。この内容を踏まえまして、章の編

成等踏まえて、修正をかけていきたいと考えております。 

大原会長 ：  特に今の時点でよさそうでしたら、次の具体的な特定事業計画の話に移り

たいんですけれども、よろしいでしょうかね。これまでのところでは、個人

的な意見としては、とにかく茅ヶ崎らしさを出してもらいたいなということ

を感じていますので、特に心のバリアフリーについて大変熱心にやられてい

ることとか、市民参加が非常に活発だと、それを受け入れ、取り込んでいく

体制をつくっているということとか、そういうのがアピールできるといいと

思いますので、つくりとして、全国並みにならないように、茅ヶ崎らしさを

ぜひ出していただけるといいかなと思いました。引き続き、お願いしたいと

思います。 

 今までのところで幾つかご意見をいただきましたので、もちろんこれを強

化するというか、修正して加筆するところ、幾つか出てきましたけれども、

その辺は作業を進めていただくとして、今の時点で、骨子として、これでよ

ろしいでしょうか。一応承認いただいたということでよろしいでしょうか。 

 特にご異論はないようですので、それでは、先に進めさせていただきたい

と思います。 

 

（２）特定事業の検討の進め方 

大原会長 ：  議題(2)に移りますが、資料３に基づいて、特定事業の検討の進め方とい

うことです。 

 説明のほう、よろしくお願いします。 

事務局  ：  議題２についてご説明させていただきます。資料３と参考資料５、６が議

題の２に関係する内容となります。 

 これからご説明を差し上げたい点は、先ほど議題１でご承認いただきまし

たバリアフリーの基本構想に基づき、各施設の管理者と特定事業をどう実施

していくか、具体な調整内容となっています。 
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 資料３をご覧いただけますでしょうか。資料３のスライドの１です。こち

らが「特定事業作成のながれ」、その後の計画の流れとなります。赤印で囲

んでいるのが本日の協議会です。この協議会の中で、特定事業者と今後調整

を進める事業調整用シートについて説明します。ご承認をいただきました

ら、その後、事業者とその内容について調整をさせていただき、最終的には

令和５年の１月に予定している会議の中で特定事業をお示ししたいと考え

ております。その間、１度の調整では計画内容が定まらないため、11月から

12月にかけて特定事業者と調整を進めたいと考えています。この事業の調整

に当たっては事業の項目による難易度等もございます。まち歩き点検やヒア

リング等からも市民の皆様からご意見をいただいている点も踏まえながら、

事業者と調整をしていきたいと考えています。 

 具体的にはどんなシートで調整するかは参考資料６を基に、各事業者と調

整を図っていきたいと考えております。この参考資料６を基に事業者にはど

ういう課題があるかを示していかなければなりません。参考資料５は事業者

ごとに課題をまとめ、この内容を踏まえながら、次の計画を策定するもので

す。参考資料５が特定事業者に示す課題、参考資料６が調整をしていくため

の資料です。 

資料３のスライド２ページをご覧ください。事業調整用シートです。こち

らの左側、もともとは現在進捗管理をしている推進管理シートを基に記載し

ています。これを基にまち歩き点検や市民によるヒアリング調査、この項目

の中で未完了であったりとか、継続事業であったりという位置づけになって

いるものについて、次の計画ではどう位置づけるかを事業者の視点からご意

見をいただく形となっています。 

 その後、スライドの３ページです。特定事業者に対しまして、基本構想の

骨子案にも記載させていただいているとおり、バリアフリーの配慮事項につ

いて配慮してほしいということを事業者に投げかけます。検討依頼事項③

は、市民意見の内容について、どう対応し、事業者が考えるか意見を求めま

す。 

 ４つ目、事業者自身で抱えている課題となります。この課題をどうバリア

フリー化するか一つ一つ各事業者と意見交換をしながら、次の特定事業計画

に反映したいと考えています。この結果を次の１月の会議で協議会でお示し

させていただきます。事業者と一つ一つ調整を重ねていきたいと考えており

ます。 

 資料３のスライドの４ページ以降です。こちらについては、項目ごと、少

し具体に検討依頼事項１をどう考えるか示しています。まず、スライドの４

ページは、現行の特定事業計画の中で未完了事業、継続事業について、次の

計画にどう位置づけるかとなります。事業の継続、見直し、場合によっては

位置づけないということもあります。位置づけができない場合は、理由も含

めてまとめ上げていきたいと考えております。 
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 ２つ目、スライドの５ページです。こちらはバリアフリーの配慮事項に対

する対応のページです。事業者ごとに配慮事項が異なるので、その内容につ

いて、いつ、どの時期に実施するかを具体に調整する資料となります。 

 続いて、スライドの６ページです。こちらは検討依頼事項③です。市民の

皆様からいただいた意見に対する対応について、事業者の皆様と、実施時期

や継続的に実施できるものか、対応できないものか、既に対応済みかを含め

て、一つ一つ調整するシートです。 

 続いて、スライドの７ページです。先ほどの市民意見と引き続きの部分と

なりますが、これら市民意見について、具体な実施時期を落とし込む内容と

なっています。 

 スライドの８ページです。こちらは、事業者の皆様が抱えている課題等を

列記しながら、いつ、どの時期に実施するかをまとめ上げるものとなってい

ます。これらの４つの検討事項を踏まえ、次期特定事業計画を策定していく

という流れとなっております。事務局からの説明は以上となります。 

大原会長 ：  説明ありがとうございました。 

 それでは、この点に関してのご意見、ご質問、進め方とか、いかがでしょ

うか。 

杉山委員 ：  杉山です。 

 特定事業の検討なんですけれども、どうしてもこちらサイド、市民サイド

から言うと、要求することが多いわけなんですが、要求することによって相

手に対して非常にプレッシャーになると思うんですが、同時に、バリアフリ

ー化の問題というのは、障がい者が自立して活動できるというのが本来的な

目標だと思うんですね。その目標に沿ってやってもらうことが、同時に、駅

で言うと駅員、あるいはバスで言えば運転士、そういった人たちの負担の軽

減につながるということと密着している話だと思うんです。したがって、そ

の辺の考え方というか、それを事業者の方ときちっと、事業者サイドの負担

軽減になっていくんだよということも含めて、検討していく必要があるので

はないか。これはこの間の市民部会でもちょっと発言した内容なのですけれ

ども、その辺のところを文章の中に入れられるのか分かりませんが、市民側

の考え方としてそういう考え方もあるということ。 

 それから、今回のヒアリングや、まち歩きの効果はすごくあったように思

うんです。それを考えると、具体的に事業者の方の体験という意味では、今

後のまち歩きや何かに事業者の方々も参加していただいて、点検作業に参加

していただくというような機会をつくっていくようなことも検討していい

んじゃないかなと思います。 

 以上です。 

事務局  ：  まず１つ目の役務の提供の関係です。資料２の37ページです。前回、10

月14日に市民部会で杉山委員からもお話がありましたように、市民からの意

見が全て要望で、要望が事業者側に負担増となりがちですが、要望によって
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軽減されるようなことも考えなければならないのではないかと話をいただ

いております。今回、公共交通の鉄道に関わる部分となりますが、バリアフ

リーの配慮事項の一つとして、今進んでいるデジタルトランスフォーメーシ

ョンの加速、最新のデジタル技術の活用等によって障がい者等が単独で乗り

降りができるような整備が求められているということを付け加えをさせて

いただいております。そういうことも配慮しながら、次の計画の中で、どう

進めていくかを事業者と調整していきたいと考えています。 

 ２つ目のヒアリングやまち歩きについて、市民だけではなくて、事業者も

参加する方がよいという意見については、例えば完了案件を見学する、特定

事業者との意見交換の場を増やすことを考えていますので、市民の皆様だけ

の声かけではなくて、特定事業者にもご案内するよう取組を進めていきたい

と考えています。 

事務局  ：  事務局の守瀬です。１点目の件について補足させていただきます。 

 今、杉山委員がおっしゃった部分に関しては、どうしても構造的に、こち

ら側が要望する側、事業者側が要望を受ける側ということで、単に要望する

だけではプレッシャーになってしまうのではないかといったところからの

ご発言だったかと思います。我々としては、杉山委員がおっしゃったように、

バリアフリーの対応をすることによっての事業者のメリットみたいなもの

を文書に記載するかどうかは別として、今後、特定事業計画をお願いする中

で、そういった話もしていきながら検討していきたいと考えております。 

大原会長 ：  ほか、いかがでしょうか。 

上杉委員 ：  自閉症児・者親の会の上杉です。 

 はっきり覚えていないんですけれども、障害者差別解消法が改定されて、

合理的配慮提供の義務が民間にも発生するというふうに聞いております。来

年４月からでしたっけ。合理的配慮提供に関して、過度な負担にならない程

度みたいな条件がついていて、私たち、市のレベルでは、過度な負担という

のが何となくイメージできるんですけれども、こういった大きな組織、公共

交通機関とか、そういったところについての過度な負担はどの程度のものな

んだろうとか、それは置いておいて守らなくてはいけない差別解消のハード

の改善ですかね、そういったものの基準がいまいちはっきり分からなくて、

そういったことについて目安みたいなのがあれば教えていただきたいので

すが。 

宮澤委員 ：  関東運輸局の宮澤と申します。 

 今、上杉委員のほうから、どのぐらいの配慮が過度になるかどうかという

ような、指針みたいなのがあるかどうかということだと思うんですけれど

も、国土交通省の所管事業における障がいを理由とする差別の解消の推進に

関する対応方針がありまして、これは国土交通省の所管の事業者、例えば鉄

道事業者とか、バス事業者に配付されています。一般のホームページとかで

見ていただいても分かると思うんですけれども、具体的な差別の取扱いの具
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体例とか、障がいを理由としない、また、正当な理由があるため、不当な差

別的取扱いと当たらない事例とかというような基本的な目安というものが

出ております。 

上杉委員 ：  それはホームページで誰でも見れるわけですか。 

宮澤委員 ：  検索していただければ。国土交通省のホームページに出ております。 

大原会長 ：  いかがでしょうか。 

 ご質問はないようですけれども。 

 実際これから、どちらかというと、要望する側として、基本構想からいろ

いろなお願いが出てくると思うんですけれども、そういうプロセスに当たっ

て、鉄道事業者などは、ほかの様々な地域で経験されているからご存じだと

思いますが、そのあたり何か進め方でもしご意見などありましたら教えてい

ただけますでしょうか。何かご意見があれば。 

事務局  ：  ＪＲの山根課長、先ほど大原会長からお話があった点、少しお話しいただ

けますでしょうか。 

山根委員 ：  こちらに聞こえる音が明瞭でないので、もう一度お願いできますでしょう

か。 

大原会長 ：  これから特定事業のいろいろなお願いを、もう既に行っているかもしれま

せんけれども、茅ヶ崎市のこの事例からいろいろなお願いが行くと思いま

す。 

 聞こえていないでしょうか。ちょっと分かりにくいようですので。 

 ここで意見を聞こうが聞くまいが、いろいろ相談して、これから落としど

ころをきちんと決めていっていただくということになりますので、これから

事務局のほうから様々なお願いをご相談に伺うということだと思いますの

で、その時点でもまたこういうことが難しいとかということは直接お話を伺

えればいいかなと思います。 

 今の時点で、この協議会では、ほかにご意見がなければ、今までどおりの

仕方で特定事業化のお願いに行くということで進めてよろしいのではない

かと思います。 

 先ほどからご意見があったように、事業者にやはりメリットがあるのだと

いうようなことをきちんと説明して、利用者あっての事業ですので、バリア

フリーの視点から、利用者のためになるというようなことを、質を上げてい

くのだというようなことをぜひお伝えした上で、いろいろな特定事業をぜひ

積極的に進めていただくように説明していただければいいかなと思います。 

 それでは、ご意見をいただきます。 

鈴木委員 ：  視障協の鈴木と申します。 

 我々障がい者というか、事業者に対して要望だけを出していくというふう

なことに話が進んでいるようですけれども、鉄道事業者に対しては、利用者

から一律10円徴収して、その資金を集めてバリアフリー化に向けて事業を進

めていくというようなことを聞いているんですが、その範囲はどの程度なの
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か。それと、民間の事業者に対して我々がいろいろな要望を出していって、

民間の業者についてもいろいろな問題があって、費用面や何かで、これはで

きないというふうなことに対して、法的な負担というか、支援がなされるよ

うな方法というのは何かあるんでしょうか。 

大原会長 ：  事務局でお答えできますでしょうかね。バリアフリー化にかかる費用を、

一部鉄道事業者は利用者からの運賃で、ある程度負担できるという仕組みが

できていますけれども、そのほかに公的なその辺の整備のための何らかの手

だてなどに関しては、特定事業で進めていくに当たってどんなふうにお考え

なのかというあたりは、事務局からお答えできますでしょうか。 

事務局  ：  事務局の守瀬です。 

 今、鈴木委員がおっしゃった、電車の運賃に少し上乗せする制度に関して

は、制度自体、開始されているというふうにお聞きしています。事業者ごと

にその制度を利用するかどうかというものは、運賃の申請という形で認めら

れればできるという形で聞いております。茅ヶ崎市に関して言いますと、Ｊ

Ｒ東日本が既に申請をしているということで、記者発表がされておりまし

て、ただ、運賃の上乗せ部分が適用になる範囲というものが茅ヶ崎市は該当

がない状態なんですね。東海道線で言いますと、大船駅までだったかと思い

ます。なので、茅ヶ崎市に関して言うと、鉄道事業者が運賃に上乗せする形

でバリアフリー化を整備していくというものは、現時点では開始されていな

いということになっております。それらの特定の費用の部分に関しまして

は、団体によって対応は様々ではございますけれども、茅ヶ崎市に関して言

えば、補助金等々の法制度は設けていないという形になっておりますので、

各事業者の費用でお願いしているというような状況になっております。 

 以上です。 

大原会長 ：  それでよろしいでしょうか。具体的な金額とか、特に今この時点では分か

りませんし、確かに費用負担に関しては、バリアフリーに関しては、いつも

議論の元にはなるわけですけれども。 

 ほかにもしご意見などなければ、私が感じていることで言うと、特定事業

の事業者というのは、民間、公的な機関、それから、行政ということになり

ますけれども、市民とか、今回はあまり対象になっていないかもしれません

けれども、一般市民とか、商店街とか、そこに暮らす人たちの何かをやる事

業というのも、中にはあると思うんですね。例えば今回の茅ヶ崎の基本構想

の地域ではあまり問題になっていませんけれども、例えばごみ出しルールを

考えるとかというようなのも、現実にごみが大量に出されて歩行に非常に困

難だったり、安全性を損なったりというような実例は世の中にはあって、そ

の場合、その地域の商店街だとか住民だとかがルールをつくるとかというよ

うなのも特定事業に入れている例はあるんですね。今回、茅ヶ崎では、利用

者がお願いするという形ですけれども、利用者側、市民側でもできることが

あれば、そういうのも事業化していくというようなこともあり得るのではな
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いかと思うんです。今回、こういうところで、そういうことがあるのかない

のか分かりませんけれども、たまたま課題としてはあまり出てきていないか

もしれませんが、可能性としてはあるのではないかと思っています。という

ことで、市民ができることを考えるというのも、バリアフリー基本構想をみ

んなでつくっていくという上ではあってもいいことだと思うんです。すみま

せん、特に答えのないことを言ってしまいましたけれども。 

 いかがでしょうか。ほか、何かご意見、ありますでしょうか。 

 特にありませんか。よろしいでしょうかね。 

 大体課題の洗い出しはヒアリングと実際のまち歩き点検で、皆さんの力で

いろいろとあぶり出されたというふうに思っておりますし、それに対する事

業計画が一つに恐らく対応しているというふうに、大量な資料なので、細か

いところまでは分かりませんけれども、大体対応しているという形ですの

で、このままできるだけ全てが実現していくような形で事業とあわせていた

だくと、ありがたいというか、してほしいということで、今のところは皆さ

んのご意見としては、このような形で基本的には進めていただくということ

でご了解を得たということでよろしいですかね。 

 あまり無理も言えないところですので、それでは、この方針でぜひ質の高

いもので実現をしていただくというふうにお願いしたいと思います。 

 というところで、この議題に関して承認していただいたということでよろ

しいでしょうか。 

 ありがとうございました。それでは、一応今回の議題２つに関しては、審

議は終えたということになります。 

 委員から何かこんなことを議題として話として上げてほしいということ

がありましたら、いただければと思いますが、特にないですか。 

 それでしたら、その他のところになるかと思いますが、あとは事務局のほ

うからご報告などお願いします。 

 

３．その他 

（１）次回会議について 

事務局  ：  事務局から、その他という形で２点ほど連絡事項となります。 

 まず、会議のご案内となります。 

 第３回バリアフリー協議会になります。令和５年１月10日の火曜日、午前

９時30分から、会場はこちら、市役所本庁舎４階の会議室２から４で会議を

予定していますので、ご予定を確保していただきますよう、よろしくお願い

します。開催通知については追ってご連絡をさせていただきます。 

 もう一つ、市民部会の委員の皆様には再度のご案内となりますけれども、

再来週、11月９日、水曜日、午後１時から、同じく市役所本庁舎４階会議室

にて会議を予定していますので、よろしくお願いいたします。 

 こちらが１つ目の連絡事項となります。 
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（２）委員の任期について 

事務局  ：  ２つ目の連絡事項です。現在、任期２年間という形でお願いさせていただ

いております。大半の委員が次の１月17日をもって任期が満了します。各委

員の皆様におかれましては、各所属する団体宛てに事務局から次期委員の推

薦等に関する資料を送付しますので、ご対応をお願いします。 

 事務局からは以上となります。 

大原会長 ：  ほかに特にございませんでしたら、本日の会議はこれで終了としたいと思

います。ありがとうございました。 

 


